
  
 

横浜市会 議会のあり方調査会報告（第７回） 

 

本調査会は、市会運営委員会の諮問事項である「インターネット中継実施に伴

う、効果的かつ分かりやすい本会議のテレビ放映のあり方」のうち、平成１７年

第４回定例会における本会議のテレビ放映の対応についてまとめたので報告する。 

 

≪インターネット中継実施に伴う、効果的かつ分かりやすい本会議のテレビ放映

のあり方（その１）≫ 

                               

１ 検討の経過 

  

 本調査会は、「インターネット中継実施に向けての計画化とこれに伴う議会運

営のあり方」について諮問を受け、平成１７年９月１３日に市会運営委員会あ

て、最終報告（第６回報告）を行った。 

その報告の中では、『定例会中継などのテレビ放映については、より一層多

くの市民に視聴され、効果的な放映となることが望まれること、インターネッ

ト中継実施に伴う本会議における質問人数の増加によって、現行の各会派の割

り当て時間では議員１人当たりの放映時間が短くなることがあり、審議状況を

より分かりやすく放映する観点から検討を要する場合があること』を指摘した。 

  その後、団長会議及び市会運営委員会の協議の結果、改めて「インターネッ

ト中継実施に伴う、効果的かつ分かりやすい本会議のテレビ放映のあり方」に

ついて諮問を受けることとなった。 

 

当該諮問を受け、本調査会では、 

 

  (1) より一層多くの市民に視聴される効果的な放映 

  (2) 審議状況がより分かりやすい放映 

  (3) 本会議のテレビ放映とインターネット中継のすみわけ 

 

の３つの視点から、本会議のテレビ放映の見直しを検討しているところであ

る。 



  
 

 

現在のテレビ放映については、一般質問のみを対象として、質問と答弁を中

心とする内容の６０分番組として構成していることや、「議会だより」やインタ

ーネット中継等と内容が重複していることなどによって、さきの３つの視点か

ら見ると課題があり、今後は、視聴者にとって議会の審議状況等をより分かり

やすく、効果的に伝えられる番組とするよう、抜本的かつ総合的に調査・検討

を進めることで認識が一致した。 

一方、平成１７年第４回定例会から本会議における質問者が最大１７人にな

ることに伴い、質問者全員を紹介し、その様子を分かりやすく放映するために

は、現行の放映時間の範囲内で必要な時間をどのように確保するかについて見

直しを図ることは避けられない課題である。 

そこで、本調査会は、平成１７年第４回定例会に向けて、必要不可欠な当面

の本会議のテレビ放映の時間構成について、早急に検討を行うこととした。 

 

２ 検討の結果 

 

(1) 平成１７年第４回定例会の「市会中継」については、質問者全員を紹介し、

その様子を分かりやすく放映できるよう、発言上限者数１７人に合わせた放

映時間の構成とする。 

(2) 放映時間の配分については、これまでの各会派の質問に係る放映時間を確

保できるよう配慮する。 

(3) 当該番組は議会広報であるという観点から、これまでの質問と答弁の放映

時間の構成を見直す。 

 

とのことで意見の一致を見た。 

 

なお、本調査会は、平成１７年第４回定例会における本会議のテレビ放映の

対応は当面のものであることから、今後さらに、視聴者にとって議会の審議状

況等をより分かりやすく、効果的に伝えられる本会議のテレビ放映について引

き続き検討を進める。 
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